
県営両出地区土地改良事業(農業用道路)
変更計画概要書（第２回）

１　計画変更の内容
	項目
	変更前
	変更後
	増減

	地域

地積

主要工事


工事着手及び完了予定時期

総事業費
(うち事務費)
	八代市鏡町・千丁町

108.7ha

農道工　L=6,687m


H26年度
～R5年度

468,310千円
（22,110千円）
	八代市鏡町・千丁町

108.6ha

農道工　L=6,687m


H26年度
～R10年度

498,610千円
（22,110千円）
	

△0.1ha

－


　


30,300千円
     －



２　計画変更を必要とする理由
（１）施行に係る地域の変更
　　　農地転用希望による地域の減　△0.1ha

（２）主要工事計画の変更
　　　なし

（３）主要工事に係る事業費の変更
物価の変動等に伴う事業費の増
468,310千円　→　498,610千円　増　30,300千円
（物価変動等による自然増のみ）



３　変更後の土地改良事業計画の概要
（１）事業の目的
本地区は干拓により造成された低平地で、昭和30年代に用排水路等の整備が行われ、湛水被害が少ない水稲とい草を主体とする農業経営が営まれている。
　　　今後の農業経営においては、キャベツやブロッコリーといった園芸作物の拡大　
　　を目指すとともに、認定農業者等への農地の利用集積により、経営基盤の強化が
　　必要である。
　　　しかし、地区内の道路は舗装されている路線もあるが幅員が3.0ｍ程度と狭く、　
　　車輌同士の離合が困難であるとともに一部では道路が未整備のため、農産物の搬
　　出に支障を来している状況にある。
　　　このため、地区内の道路の拡幅及び新設を行い、農業生産性の向上及び農業経
　　営の安定を図ることを目的とする。
　　　
（２）施行に係る地域の所在、地積及び現況
①　地域の所在　八代市鏡町・千丁町

②　地積
 (
市町村名
)(単位：ha)
	地目
	現　況
	計　画

	
	田
	畑
	山林
	その他
	計
	田
	畑
	山林
	その他
	計

	八代市
	108.3
(108.4)
	0.3
(0．3)
	－
	－
	108.6 
(108.7)
	107.9
(108.0)
	0.3
(0.3)
	－
	－
	108.2
(108.3)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段:変更後　下段:(変更前)
③　現況
１）地形
本地区は、八代平野のほぼ中央に位置し、標高は0.20ｍ～1.15ｍ、東西に1/2,000程度の地形勾配である。

２）水利状況
ａ．用水状況
該当なし
ｂ．排水状況
該当なし

３）道路状況
本地区内の主要道路は、全体の1/2以上が幅員3.0ｍ程度のアスファルト舗装で整備済みであるが、一部の路線は未舗装で道路幅員も2.5ｍと狭く、農産物の搬出や生産資材の搬入に支障を来している。


４）営農状況
地域の営農は、水稲を中心にい草、トマト、露地野菜等を組み合わせた複合経営が行われている。

５）地域環境の状況
ａ．植物
八代市鏡町田園環境マスタープランでは、八代市鏡町は特定植物群としてトチカガミ自生地が選定されているが、地域環境情報会議で検討した結果、特に稀少な植物等は確認されていない。
ｂ．動物
カゼトゲタナゴ、ヤリタナゴ等の流水性の魚類を始め、メダカ、ドジョウ、シジミ等が生息しているほか、冬季には渡り鳥であるクロツラヘラサギが飛来する。
Ｃ．景観
本地区は、干拓によって拓かれた平坦な地形に水田が広がる農村地帯である。

（３）基本計画
①要旨
　　　　本地区では、狭小な路線については全幅4.0ｍ程度に拡幅するとともに、道
　　　路が未整備な区域では砂利舗装の耕作道路を新設することにより、農産物輸送
　　の合理化や通作の利便性の向上を図る。

②業別面積
農道整備　A=108.2ha
（108.3）

③用水量及び排水量
該当なし

（４）工事計画
農道整備　　11路線　L=6,687m

（５）環境との調和への配慮
八代市鏡町の田園環境マスタープランにおいて環境創造区域に位置づけられている大鞘川や鮟鱇川及び集落周辺の農道整備にあたっては、騒音・振動等を緩和するため、低騒音・低振動型機械を使用するとともに、工事車両の徐行運転を行う。

（６）換地計画の要領
　　　該当なし
（７）費用の概算
	項目
	金額
	備考

	主要工事費
	382,300千円 
(352,000千円)
	上段:変更後
下段:(変更前)

	測量及び試験費
	65,800千円 
(65,800千円)
	

	用地及び補償費
	28,400千円 
(28,400千円)
	

	小計
	476,500千円 
(446,200千円)
	

	地方事務費
	22,110千円 
(22,110千円)
	

	総計
	498,610千円 
(468,310千円)
	



（８）事業の効果
	項目
区分
	年増加見込効果額
（千円）
	年増加見込所得額
（千円）

	維持管理費節減効果
	   △98千円
 (△98千円)
	      －千円
  （－千円）

	営農に係る走行経費節減効果
	  16,585千円
　　18,465千円
	1,861千円
(1,871千円)

	合計
	16,487千円
(18,367千円)
	1,861千円
(1,871千円）


上段:変更後　下段:(変更前)
総費用（現在価値化）＝当該事業費による費用＋その他の費用
           ＝461,246千円  ＋  116,290千円
(438,842千円)     (72,314千円)
　　　 　　　 ＝577,536千円
(511,156千円)

総費用総便益比＝総便益額（現在価値化）／総費用（現在価値化）
　　　　　    ＝588,108千円  ／  577,536千円
(522,342千円)    (511,156千円)
＝1.01
(1.02)　　　　　　　　　

（９）地区を数区に分けた場合は、その旨及び理由
　　　該当なし

（10）他事業との関係
　　　県営両出地区土地改良事業（農業用用排水施設、暗渠排水、客土）

（11）計画概要図
　　　別紙参照
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